
治
承
4
年
（
1
1
8
0
年
）
に
両
親
を
相
次
い
で
失
っ
た
明

恵
上
人
は
、
母
の
妹
の
嫁
ぎ
先
で
あ
っ
た
田
殿
の
崎さ

き
や
ま
 
よ
し
さ
だ

山
良
貞
に
引

き
取
ら
れ
ま
し
た
。
崎
山
氏
は
、
湯
浅
氏
と
婚
姻
関
係
に
あ
る
湯

浅
党
の
一
員
で
あ
り
、
田
殿
地
域
が
田
殿
荘
と
呼
ば
れ
る
荘
園
で

あ
っ
た
鎌
倉
時
代
に
は
、
地じ

と
う頭

（
荘
園
の
現
地
支
配
を
す
る
職
）

を
務
め
た
在
地
領
主
で
し
た
。

崎
山
良
貞
は
、
明
恵
上
人
の
紀
州
に
お
け
る
修
行
を
献
身
的
に

支
援
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
最
初
の
修
行
地
で
あ
っ
た
白し

ら
が
み上

峰
（
湯
浅
町
）
で
の
修
行
に
際
し
て
は
、
上
人
か
ら
5
日
に
一
度

の
食
事
の
提
供
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
恵
上
人
が
自

ら
の
夢
を
書
き
継
い
だ
「
夢ゆ

め
の
き記

」
に
は
、
良
貞
や
そ
の
妻
が
し
ば

し
ば
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
精
神
的
に
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
恵
上
人
に
と
っ
て
、
養
父
母
の
崎
山
良
貞
夫
妻
は
、
実
の
父

母
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

元
久
元
年
（
1
2
0
4
年
）
に
良
貞
が
亡
く
な
り
ま
す
が
、
明

恵
上
人
は
死
の
床
に
あ
る
良
貞
の
も
と
に
京
都
か
ら
駆
け
つ
け
て

見
舞
っ
て
い
ま
す
。
良
貞
が
亡
く
な
っ
た
4
年
後
に
は
、
そ
の
妻

が
夫
の
菩ぼ

だ
い提

を
弔
う
た
め
に
、
屋
敷
地
を
寺
院
に
し
て
明
恵
上

人
に
寄
進
し
、
上
人
は
こ
の
地
で
約
2
年
間
、
弟
子
た
ち
と
共

に
修
行
修
学
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

崎
山
屋
敷
は
、
明
恵
上
人
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
所
の
一

つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
人
の
没
後
に
は
弟
子
の
喜き

か
い海

が

卒そ

と

ば
塔
婆
を
建
て
「
崎
山
遺
跡
」
と
し
て
顕
彰
し
ま
し
た
。
崎
山

屋
敷
は
、
田
殿
橋
の
北
側
に
あ
る
「
内
崎
山
」
と
呼
ば
れ
る
小

山
に
あ
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
山
上
に
は
弘
法
大

師
を
本
尊
と
す
る
法ほ

う
ぞ
う
じ

蔵
寺
が
所
在
し
、
地
元
で
は
「
大
師
山
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

崎
山
遺
跡
の
卒
塔
婆

は
、
早
く
か
ら
失
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
場
所
が
特
定

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
国

の
史
跡
指
定
か
ら
は
漏

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の

卒
塔
婆
は
、
昭
和
8
年

（
1
9
3
3
年
）
に
復
興

さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
明
恵
上
人
を
知
る
歴
史
講
座
を
開
催
し
ま
す

・
日
時
／
3
月
18
日
（
土
）・
25
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

・
場
所
／
き
び
ド
ー
ム
2
階 

多
目
的
研
修
室

※
詳
し
く
は
、
今
月
の
回
覧
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

紀伊国名所図会

そ
の

124

明
恵
上
人
養
父
母
の
屋
敷
地
　
崎
山
遺
跡

●
E-m

ail　
b.kikakuzaisei@

tow
n.aridagaw

a.lg.jp
●

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

URL　
https://w

w
w.tow

n.aridagaw
a.lg.jp

●
〒６４３‐００２１ 和

歌
山

県
有

田
郡

有
田

川
町

下
津

野
2018 -4

●
有

田
川

町
役

場
企

画
調

整
課

　
TEL 0737‐

52‐
2111（

代
）

広
報

あ
り

だ
が

わ
  2023.3 vol.207


